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西九州させぼ広域都市圏ビジョン案（概要） 

 

Ⅰ 都市圏ビジョンの概要 

１ 策定の趣旨 

人口減少・少子高齢化の進行によってもたらされる様々な課題に対し、一定の圏域人口を有し、活

力ある地域経済を維持するための拠点を形成するため、西九州北部地域等の各自治体が行政区域の枠

を超え、様々な分野で相互に強みを伸ばし、弱みを補完しながら圏域全体を活性化していくための方

向性を示し、今後の具体的な取組みを推進していくための中長期的な広域計画として策定するもの。 

２ 連携中枢都市圏の名称・構成自治体 

 ・都市圏名「西九州させぼ広域都市圏」 

 ・構成自治体１２市町 

佐世保市、平戸市、松浦市、西海市、東彼杵町、川棚町、波佐見町、小値賀町、佐々町、 

新上五島町、伊万里市、有田町 

３ 計画期間 

 ５年間の取組 

 

Ⅱ 圏域の現状 ※圏域の概観（人口推移・産業・都市機能の状況を把握するもの） 

１ 西九州させぼ広域都市圏と構成自治体の概要 

２ 圏域の人口動態 

・人口の推移、人口動態、通勤通学率 

３ 圏域の産業状況 

・圏域全体総生産・市民所得等、産業別データ等 

４ 圏域の都市機能の集積状況 

 ・医療、高等教育機関、研究機関、公共交通、地域資源等 

 

Ⅲ 西九州させぼ広域都市圏の将来像 

１ 目指すべき将来の姿 

 ・スローガンを含めた記述 

２ 将来の圏域人口の目標 

 ・構成市町が地方創生の中で掲げる人口ビジョン目標値の合計値 

 

Ⅳ 将来像の実現に向けた具体的取組 

１ 圏域全体の経済成長のけん引 

 ・圏域外からの観光客周遊や、各種産業を強化していくことで、圏域内経済の好循環を目指す。 

２ 高次都市機能の集積・強化 

・経済けん引や生活機能の充実を図る上で必要となる拠点的な施設を整備し、圏域の都市機能を向

上させる。 

３ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

・人事交流・研修の共同開催等による人材育成、図書館等の相互利用による住民サービスの向

上、また、行政事務の集約等により、圏域全体の行政業務の効率化、安定的行政運営を図る。 
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